
(57)【要約】
【課題】本発明の課題は、優れた生体コラーゲン合成促進作用を有する組成物を提供する
ことにある。
【解決手段】パフィア属に属する植物、キランソウ属に属する植物あるいはＲｈａｐｏｎ
ｔｉｃｕｍ属に属する植物に、動植物成分及び／又は動植物由来の成分を添加して生体コ
ラーゲン合成促進作用を向上せしめる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 パ フ ィ ア 属 に 属 す る 植 物 、 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 及 び Rhaponticum属 に 属 す る 植 物
か ら な る 群 Ａ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製
物 も し く は 精 製 物 と 、 動 植 物 か ら な る 群 Ｂ 、 即 ち ア イ ブ ラ イ ト 、 赤 紫 蘇 （ ア カ ジ ソ ） 、 赤
目 柏 （ ア カ メ ガ シ ワ ） 、 ア ガ リ ク ス 、 明 日 葉 （ ア シ タ バ ） 、 ア セ ロ ラ 、 ア ボ ガ ド 、 甘 茶 （
ア マ チ ャ ） 、 亜 麻 仁 （ ア マ ニ ン ） 、 ア ル ニ カ 、 ア ロ エ ベ ラ 、 ア ン ジ ェ リ カ 、 イ チ ヨ ウ 葉 、
茴 香 （ ウ イ キ ョ ウ ） 、 鬱 金 （ ウ コ ン ） 、 ウ ス ベ ニ タ チ ア オ イ 、 烏 梅 （ ウ バ イ ） 、 裏 白 樫 （
ウ ラ ジ ロ ガ シ ） 、 ウ ー ロ ン 茶 、 エ キ ナ ケ ア 、 エ ゾ ウ コ ギ 、 エ ル ダ ー 、 延 命 草 （ エ ン メ イ ソ
ウ ） 、 大 麦 若 葉 、 黄 精 （ オ ウ セ イ ） 、 艾 葉 （ ガ イ ヨ ウ ） 、 牡 蛎 、 柿 の 葉 、 火 棘 （ カ キ ョ ク
） 、 カ シ ス 、 莪 朮 （ ガ ジ ュ ツ ） 、 カ ミ ツ レ 、 ガ ラ ナ 、 甘 草 （ カ ン ゾ ウ ） 、 甘 草 葉 、 寒 天 （
カ ン テ ン ） 、 桔 梗 （ キ キ ョ ウ ） 、 菊 花 （ キ ク カ ） 、 枳 実 （ キ ジ ツ ） 、 キ ダ チ ア ロ エ 、 ギ ム
ネ マ 、 金 銀 花 （ キ ン ギ ン カ ） 、 グ ア バ 葉 、 枸 杞 子 （ ク コ シ ） 、 薬 鬱 金 （ ク ス リ ウ コ ン ） 、
熊 笹 （ ク マ ザ サ ） 、 ク ミ ス ク チ ン 、 ク ラ ン ベ リ ー 、 黒 米 、 ク ロ レ ラ 、 桑 葉 、 桂 皮 （ ケ イ ヒ
） 、 月 桃 葉 （ ゲ ッ ト ウ ヨ ウ ） 、 決 明 子 （ ケ ツ メ イ シ ） 、 紅 花 （ コ ウ カ ） 、 黄 杞 茶 （ コ ウ キ
チ ャ ） 、 紅 景 天 （ コ ウ ケ イ テ ン ） 、 紅 参 （ コ ウ ジ ン ） 、 酵 母 （ コ ウ ボ ） 、 胡 椒 （ コ シ ョ ウ
） 、 石 榴 （ ザ ク ロ ） 、 沙 棘 （ サ ー ジ ） 、 サ フ ラ ン 、 サ メ 軟 骨 、 サ ン ザ シ 、 山 梔 子 （ サ ン シ
シ ） 、 山 茱 萸 （ サ ン シ ュ ユ ） 、 山 椒 （ サ ン シ ョ ウ ） 、 山 薬 （ サ ン ヤ ク ） 、 椎 茸 （ シ イ タ ケ
） 、 紫 蘇 子 （ シ ソ シ ） 、 紫 蘇 葉 （ シ ソ ヨ ウ ） 、 地 膚 子 （ ジ フ シ ） 、 車 前 子 （ シ ャ ゼ ン シ ）
、 車 前 草 （ シ ャ ゼ ン ソ ウ ） 、 シ ャ ペ ・ ウ デ ・ コ ウ ロ 、 縮 砂 （ シ ュ ク シ ャ ） 、 生 姜 （ シ ョ ウ
ガ ） 、 白 樺 樹 皮 （ シ ラ カ バ ジ ュ ヒ ） 、 真 珠 （ シ ン ジ ュ ） 、 ス ギ ナ 、 セ イ ジ （ 薬 用 サ ル ビ ア
） 、 セ イ シ ョ ウ シ 、 セ イ シ ョ ウ ヨ ウ 、 西 洋 オ ト ギ リ ソ ウ 、 セ イ ヨ ウ カ ボ チ ャ 種 子 、 セ イ ヨ
ウ カ ノ コ ソ ウ 、 セ イ ヨ ウ サ ン ザ シ 、 西 洋 人 参 （ セ イ ヨ ウ ニ ン ジ ン ） 、 セ イ ヨ ウ ニ ン ジ ン ボ
ク 、 大 豆 （ ダ イ ズ ） 、 大 棗 （ タ イ ソ ウ ） 、 タ イ ム 、 タ ツ ノ オ ト シ ゴ 、 タ マ リ ン ド 、 タ ン ポ
ポ 、 丁 字 （ チ ョ ウ ジ ） 、 陳 皮 （ チ ン ピ ） 、 ツ ボ ク サ 、 田 七 人 参 （ デ ン シ チ ニ ン ジ ン ） 、 甜
茶 （ テ ン チ ャ ） 、 唐 辛 子 （ ト ウ ガ ラ シ ） 、 党 参 （ ト ウ ジ ン ) 、 冬 虫 夏 草 （ ト ウ チ ュ ウ カ ソ
ウ ） 、 橙 皮 （ ト ウ ヒ ） 、 ド ク ダ ミ 、 ト ケ イ ソ ウ 、 杜 仲 （ ト チ ュ ウ ） 、 杜 仲 葉 （ ト チ ュ ウ ヨ
ウ ） 、 ト ナ カ イ 角 、 ニ ガ ウ リ 、 苦 蕎 麦 （ ニ ガ ソ バ ） 、 ニ ク ズ ク 、 人 参 （ ニ ン ジ ン ） 、 人 参
葉 （ ニ ン ジ ン ヨ ウ ） 、 梅 肉 （ バ イ ニ ク ） 、 ハ イ ビ ス カ ス 、 ハ ゴ ロ モ グ サ 、 蓮 の 葉 （ ハ ス ノ
ハ ） 、 蓮 胚 芽 （ ハ ス ハ イ ガ ） 、 パ セ リ 、 薄 荷 （ ハ ッ カ ） 、 発 芽 玄 米 （ ハ ツ ガ ゲ ン マ イ ） 、
鳩 麦 （ ハ ト ム ギ ） 、 バ ナ バ 葉 、 浜 防 風 （ ハ マ ボ ウ フ ウ ） 、 ハ マ メ リ ス 、 バ ラ 花 弁 、 春 鬱 金
（ ハ ル ウ コ ン ） 、 パ ン ノ キ 、 反 鼻 （ ハ ン ピ ） 、 板 藍 根 （ パ ン ラ ン コ ン ） 、 ヒ ハ ツ 、 枇 杷 葉
（ ビ ワ ヨ ウ ） 、 プ エ ラ リ ア ミ リ フ ィ カ 、 ブ ド ウ 種 子 、 ブ ド ウ 葉 、 プ ラ セ ン タ 、 ブ ラ ッ ク コ
ホ ー シ ュ 、 プ ラ ン タ ゴ オ バ ー タ 種 皮 、 ブ ル ー ベ リ ー 、 プ ロ ポ リ ス 、 蒲 公 英 根 （ ホ コ ウ エ イ
コ ン ） 、 菩 提 樹 （ ボ ダ イ ジ ュ ） 、 ホ ッ プ 、 マ イ カ イ カ 、 舞 茸 （ マ イ タ ケ ） 、 マ カ 、 松 樹 皮
（ マ ツ ジ ュ ヒ ） 、 松 葉 （ マ ツ バ ） 、 マ テ 茶 、 マ リ ア ア ザ ミ 、 マ リ ー ゴ ー ル ド 、 メ グ ス リ ノ
キ 、 メ シ マ コ ブ 、 メ リ ロ ー ト 、 メ ロ ス テ リ ア 、 桃 の 葉 、 モ ロ ヘ イ ヤ 、 ヤ ー コ ン 、 夕 顔 果 実
（ ユ ウ ガ オ カ ジ ツ ） 、 ユ ウ カ リ 葉 、 ユ ッ カ 、 楊 梅 皮 （ ヨ ウ バ イ ヒ ） 、 ヨ カ ン シ 、 ヨ モ ギ 、
ラ イ チ 種 子 、 ラ イ チ 葉 、 羅 漢 果 （ ラ カ ン カ ） 、 ラ ズ ベ リ ー 、 羅 布 麻 （ ラ フ マ ） 、 ラ ベ ン ダ
ー 、 竜 眼 種 子 （ リ ュ ウ ガ ン シ ュ シ ） 、 竜 眼 肉 （ リ ュ ウ ガ ン ニ ク ） 、 良 姜 （ リ ョ ウ キ ョ ウ ）
、 緑 茶 （ リ ョ ク チ ャ ） 、 リ ン ゴ 未 熟 果 実 、 ル イ ボ ス テ ィ 、 霊 芝 （ レ イ シ ） 、 レ ッ ド ク ロ ー
バ ー 、 レ モ ン バ ー ム 、 ロ ー ズ ゼ ラ ニ ウ ム 、 ロ ー ズ ヒ ッ プ 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 ロ ー ヤ ル ゼ リ ー
よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 以 上 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し く は 精 製
物 及 び ／ 又 は 動 植 物 由 来 の 成 分 か ら な る 群 Ｃ 、 即 ち Ｃ ｏ Ｑ １ ０ 、 ア ス タ キ サ ン チ ン 、 エ ラ
ス チ ン 、 ヘ ス ペ リ ジ ン 、 メ チ ル ヘ ス ペ リ ジ ン 、 リ コ ピ ン 、 ル チ ン 、 ビ オ チ ン 、 ビ タ ミ ン Ｃ
、 ビ タ ミ ン Ｂ １ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ア ル ギ ニ
ン 、 グ リ シ ン 、 プ ロ リ ン 、 グ ル コ サ ミ ン 、 グ ル タ チ オ ン 、 コ ラ ー ゲ ン 、 コ ン ド ロ イ チ ン 硫
酸 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 シ ル ク 、 ゼ ラ チ ン 、 セ ラ ミ ド 、 セ リ シ ン 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 亜 鉛 よ り 選
ば れ る 少 な く と も １ 種 以 上 の 成 分 を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進
剤 用 組 成 物
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【 請 求 項 ２ 】
  パ フ ィ ア 属 に 属 す る 植 物 、 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 及 び Rhaponticum属 に 属 す る 植 物
か ら な る 群 Ａ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製
物 も し く は 精 製 物 は 、 該 組 成 物 が エ ク ジ ス テ ロ ン を 固 形 物 換 算 で ０ ． ０ ０ ０ ０ １ ～ １ ０ 質
量 ％ 含 む よ う な 量 で 該 組 成 物 中 に 含 ま れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進
剤 用 組 成 物
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 内 で の コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 能 を 高 め る こ と に よ り 、 生 体 組 織 の 新 陳 代 謝
を 活 発 に す る コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 用 組 成 物 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 コ ラ ー ゲ ン は 生 体 タ ン パ ク 質 の 約 ３ ０ ％ を 占 め る 生 体 骨 格 の 主 た る 構 造 タ ン パ ク 質 で あ
り 、 生 体 の 支 持 組 織 と し て 構 造 維 持 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る ほ か 、 ほ と ん ど の 組 織 に
存 在 し て 細 胞 を 保 護 し 、 細 胞 間 因 子 と し て 細 胞 の 結 合 な ど 重 要 な 生 理 的 役 割 を 果 た し て い
る 。 こ の よ う に 、 生 体 に お い て 重 要 な 役 割 を も つ コ ラ ー ゲ ン も 加 齢 に よ る 新 陳 代 謝 の 低 下
に 伴 い 減 少 し 、 老 化 の 進 行 、 病 気 や 慢 性 疾 患 の 回 復 の 遅 延 な ど 、 加 齢 変 化 に 伴 う 様 々 な 障
害 、 疾 患 、 疾 病 等 を 引 き 起 こ す と 考 え ら れ て お り 、 新 陳 代 謝 の 低 下 を 改 善 す る 対 応 策 が 望
ま れ て い る 。 特 に 皮 膚 の 老 化 は 進 行 し や す く 、 老 化 の 兆 候 も 観 察 さ れ や す い 。 皮 膚 老 化 を
象 徴 す る シ ワ 及 び タ ル ミ は 皮 膚 の 弾 力 性 、 柔 軟 性 の 低 下 が 原 因 と さ れ 、 こ の よ う な 皮 膚 の
老 化 は コ ラ ー ゲ ン の 減 少 に 基 づ い て い る 。
　 ま た 組 織 が 傷 害 さ れ る と 生 体 内 で 修 復 反 応 が 起 こ り 、 皮 膚 潰 瘍 で は 肉 芽 形 成 、 骨 折 で は
仮 骨 形 成 等 の 組 織 の 再 構 築 が 起 こ る 。 こ れ ら の 再 構 築 も 新 陳 代 謝 の 低 下 し た 状 態 で は 劣 化
し て お り 、 体 内 の 新 陳 代 謝 を 活 発 に し て 、 組 織 の 再 構 築 過 程 を 増 強 す る こ と に よ り 、 難 治
性 の 皮 膚 疾 患 で あ る 褥 瘡 や 糖 尿 病 性 血 管 潰 瘍 あ る い は 老 人 性 骨 折 や 骨 欠 損 の 治 癒 を 促 進 で
き る 。
　 更 に 、 コ ラ ー ゲ ン は カ ル シ ウ ム と 共 に 骨 を 構 成 す る 成 分 と し て も 重 要 で 、 強 い 骨 を 作 る
た め に は コ ラ ー ゲ ン 合 成 が 活 発 で あ る 必 要 が あ る こ と が 認 識 さ れ て き て お り 、 骨 粗 鬆 症 の
予 防 に も 重 要 で あ る 。
　 近 年 、 杜 仲 お よ び 人 参 の 経 口 摂 取 に よ る 皮 膚 の 新 陳 代 謝 促 進 に 関 す る 特 許 も 公 開 さ れ 、
主 に 美 容 向 け の 健 康 食 品 が 販 売 さ れ て い る が 、 経 口 摂 取 に よ る 効 果 を 検 証 し た 例 は い ま だ
少 な い （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ６ ７ ２ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 生 体 内 の コ ラ ー ゲ ン 合 成 能 を 飛 躍 的 に 高 め る こ と が で き る 生 体 コ ラ ー
ゲ ン 合 成 促 進 剤 組 成 物 を 提 供 す る こ と に あ る 。 本 発 明 者 等 は 、 す で に パ フ ィ ア 属 に 属 す る
植 物 、 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、
抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し く は 精 製 物 を 有 効 成 分 と し て 含 む コ ラ ー ゲ ン 合 成 促
進 剤 （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） お よ び Rhaponticum 属 に 属 す る 植 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ
る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し く は 精 製 物 を 有 効
成 分 と し て 含 む コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 （ 例 え ば 特 許 文 献 ３ 参 照 ） を 提 供 し て き た 。 し か し
な が ら 、 他 の 動 植 物 と の 組 み 合 わ せ に よ る 相 乗 作 用 に つ い て は 検 討 、 考 察 が 行 な わ れ な か
っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ７ ７ ２ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ０ ３ ５ ５ ２ ７ 号 公 報
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 者 等 が 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 パ フ ィ ア 属
に 属 す る 植 物 、 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 及 び Rhaponticum 属 に 属 す る 植 物 か ら な る 群 Ａ
か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し く は 精
製 物 と 動 植 物 群 か ら な る 群 Ｂ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該
抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し く は 精 製 物 及 び ／ 又 は 動 植 物 由 来 成 分 群 Ｃ か ら 選 ば れ る 少 な く と も
１ 種 の 成 分 を 摂 取 す る こ と に よ り 、 パ フ ィ ア 属 に 属 す る 植 物 、 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物
及 び Rhaponticum 属 に 属 す る 植 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、
抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し く は 精 製 物 だ け を 摂 取 し た 場 合 に 比 べ て 生 体 コ ラ ー
ゲ ン の 合 成 を 促 進 さ せ る と を 見 い だ し た 。 即 ち 本 発 明 は 、 パ フ ィ ア 属 に 属 す る 植 物 、 キ ラ
ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 及 び Rhaponticum 属 に 属 す る 植 物 か ら な る 群 Ａ か ら 選 ば れ る 少 な く
と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し く は 精 製 物 と 、 動 植 物 群 Ｂ
か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し く は 精
製 物 及 び ／ 又 は 動 植 物 由 来 成 分 か ら な る 群 Ｃ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 成 分 を 含 ん で
な る こ と を 特 徴 と す る 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 用 組 成 物 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
〔 作 用 〕
　 上 記 群 Ａ の 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 作 用 が 上 記 群 Ｂ 及 び ／ 又 は 群 Ｃ の 成 分 を 添 加 す る こ
と に よ り 格 段 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
〔 効 果 〕
　 本 発 明 の 組 成 物 を 使 用 し た 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 は 、 生 体 内 で の コ ラ ー ゲ ン 合 成 を
促 進 し 、 組 織 合 成 能 を 回 復 す る こ と が 可 能 で あ り 、 加 齢 に 伴 う 組 織 の 障 害 、 疾 患 、 疲 労 等
の 機 能 の 低 下 を 改 善 す る こ と が 出 来 、 更 に は 、 褥 瘡 な ど 様 々 な 皮 膚 瘡 傷 、 骨 粗 鬆 症 等 に も
効 果 を 発 揮 す る も の で あ る 。 そ し て 生 薬 由 来 の も の を 有 効 成 分 と し て い る た め 、 副 作 用 が
比 較 的 少 な く 、 長 期 投 与 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 発 明 の 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 組 成 物 は 、 上 記 し た よ う に パ フ ィ ア 属 に 属 す る 植 物
、 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 及 び Rhaponticum属 に 属 す る 植 物 か ら な る 群 Ａ か ら 選 ば れ る
少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し く は 精 製 物 と 、 動 植
物 群 Ｂ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し
く は 精 製 物 及 び ／ 又 は 動 植 物 由 来 成 分 か ら な る 群 Ｃ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 成 分 を
有 効 成 分 と し て 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 群 Ａ は パ フ ィ ア 属 に 属 す る 植 物 、 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 及 び Rhaponticum 属 に 属 す
る 植 物 か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 の 粉 末 、 抽 出 物 ま た は 該 抽 出 物 の 粗 精 製 物 も し
く は 精 製 物 で あ る 。
〔 パ フ ィ ア 属 植 物 〕
　 パ フ ィ ア 属 に 属 す る 植 物 と し て は 、 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 を 促 進 す る 活 性 成 分 を 含 む も の
で あ れ ば い か な る 種 類 の も の で あ っ て も よ く 、 例 え ば パ フ ィ ア ・ グ ロ メ ラ ー タ (Paffia 　
glomerata)、 パ フ ィ ア ・ イ レ ジ ノ イ デ ス (P.iresinoides) 、 パ フ ィ ア ・ パ ニ キ ュ ラ ー タ (P
.paniculata)、 パ フ ィ ア ・ ジ ュ バ ー タ (P.jubata)、 パ フ ィ ア ・ ス ピ カ ー タ (P.spicata) 、
パ フ ィ ア ・ プ ル ベ ル レ ン タ (P.pulverulenta)、 パ フ ィ ア ・ ア ク テ ィ フ ォ リ ア (P.actifolia
) 、 パ フ ィ ア ・ ア フ ィ ラ (P.aphylla) 、 パ フ ィ ア ・ シ ネ レ ア (P.cinerea) 、 パ フ ィ ア ・ デ
ヌ ダ タ (P.denudata)  、 パ フ ィ ア ・ エ ラ タ (P.elata) 、 パ フ ィ ア ・ エ ク イ セ テ ィ フ ォ ル ミ
ス (P.equisetiformis)、 パ フ ィ ア ・ エ リ ア ン サ (P.eriantha)、 パ フ ィ ア ・ グ ラ ブ ラ タ (P.g
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labrata)、 パ フ ィ ア ・ グ ラ ブ ラ ト イ デ ス (P.glabratoides)  、 パ フ ィ ア ・ グ ナ フ ァ ロ イ デ
ス (P.gnaphaloides)  、 パ フ ィ ア ・ ヘ リ ク リ ソ イ デ ス (P.helichrysoides)、 パ フ ィ ア ・ ヒ
ル テ ュ ラ (P.hirtula) 、 パ フ ィ ア ・ ラ ナ タ (P.lanata)、 パ フ ィ ア ・ レ テ ィ キ ュ ラ ー タ (P.r
eticulata)  、 パ フ ィ ア ・ ス テ ノ フ ィ ー ラ (P.stenophyla)及 び パ フ ィ ア ・ テ ュ ベ ロ ー ザ (P
.tuberosa)等 の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 使 用 す る こ と が で き 、 中 で も パ フ ィ ア ・ グ ロ メ ラ ー
タ (P.glomerata) 、 パ フ ィ ア ・ イ レ ジ ノ イ デ ス (P.iresinoides) を 使 用 す る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ １ １ 】
〔 キ ラ ン ソ ウ 属 植 物 〕
　 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 と し て は 、 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 を 促 進 す る 活 性 成 分 を 含 む も
の で あ れ ば い か な る 種 類 の も の で あ っ て も よ く 、 例 え ば キ ラ ン ソ ウ (Ajuga  decumbens)、
オ ウ ギ カ ズ ラ (A.japonica)、 ツ ル カ コ ウ ソ ウ (A.shikotanensis) 、 ヒ メ キ ラ ン ソ ウ (A.pyg
maea) 、 ヒ イ ラ ギ ソ ウ (A.incisa)、 カ イ ジ ン ド ウ (A.ciliata) 、 ニ シ キ ゴ ロ モ (A.yezoens
is) 、 ジ ュ ウ ニ ヒ ト エ (A.nipponensis) 、 ハ イ キ ラ ン ソ ウ (A.reptans) 等 の １ 種 ま た は ２
種 以 上 を 使 用 す る こ と が で き 、 中 で も キ ラ ン ソ ウ (Ajuga  decumbens)を 使 用 す る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 Rhaponticum 属 植 物 〕
  Rhaponticum 属 植 物 と し て は 、 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 を 促 進 す る 活 性 成 分 を 含 む も の で あ
れ ば い か な る 種 類 の も の で あ っ て も よ く 、 例 え ば キ シ ュ ウ ロ ウ ロ (Rhaponticum uniflorum
) 、 コ ウ カ ロ ウ ロ (Rhaponticum carthamoides)等 の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 使 用 す る こ と が
で き 、 中 で も キ シ ュ ウ ロ ウ ロ (Rhaponticum uniflorum) を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 群 Ｂ は 動 植 物 か ら な る 群 で あ る 。
〔 動 植 物 群 〕
  ア イ ブ ラ イ ト は 、 コ ゴ メ グ サ (Euphrasia rostkoviana) の 通 例 全 草 を 用 い る 。 赤 紫 蘇 （
ア カ ジ ソ ) は 、 シ ソ (Perilla frutescens)ま た は チ リ メ ン ジ ソ (P. frutescens varcrispa
) の 葉 お よ び 枝 先 を 用 い る 。 赤 目 柏 ( ア カ メ ガ シ ワ ) は 、 ア カ メ ガ シ ワ (Mallotus japoni
cus)の 通 例 樹 皮 を 用 い る 。 ア ガ リ ク ス は 、 Agaricus blasei の 子 実 体 ま た は 菌 糸 体 を 用 い
る 。 明 日 葉 （ ア シ タ バ ) は 、 Angelica keiskeiの 通 例 地 上 部 を 用 い る 。 ア セ ロ ラ は 、 Malp
ighia glabraの 通 例 果 実 を 用 い る 。 ア ボ ガ ド は 、 Persea americanaの 通 例 果 実 を 用 い る 。
甘 茶 （ ア マ チ ャ ） は 、 Hydrangea serrata の 通 例 葉 を 用 い る 。 亜 麻 仁 （ ア マ ニ ン ） は 、 Li
num usitatissimum の 通 例 種 子 を 用 い る 。 ア ル ニ カ は 、 Arnica montanaの 通 例 葉 を 用 い る
。 ア ロ エ ベ ラ は Aloe barbadensisの 通 例 葉 部 ま た は 葉 部 か ら 得 ら れ る 樹 脂 を 用 い る 。 ア ン
ジ ェ リ カ は 、 ヨ ー ロ ッ パ ト ウ キ (Angelica archangelica) の 通 例 根 を 用 い る 。 イ チ ヨ ウ 葉
は 、 イ チ ヨ ウ (Ginkgo biloba) の 通 例 葉 を 用 い る 。 茴 香 （ ウ イ キ ョ ウ ） は Foeniculum vul
gareの 果 実 を 用 い る 。 鬱 金 （ ウ コ ン ） は 、 Curcuma longa の 通 例 根 茎 を 用 い る 。 ウ ス ベ ニ
タ チ ア オ イ は 、 Althaea officinalis の 葉 ま た は 根 を 用 い る 。 烏 梅 （ ウ バ イ ） は 、 ウ メ (P
runus mume) の 果 実 を 薫 製 に し た も の を 用 い る 。 裏 白 樫 （ ウ ラ ジ ロ ガ シ ） は 、 Quercus sa
licinaの 葉 ま た は 樹 皮 を 用 い る 。 ウ ー ロ ン 茶 は 、 チ ャ (Thea sinensis) の 葉 を 発 酵 さ せ た
も の を 用 い る 。 エ キ ナ ケ ア は 、 Echinacea angustifoliaま た は E. purpurea の 地 上 部 ま た
は 根 を 用 い る 。 エ ゾ ウ コ ギ は 、 Eleutherococcus senticosusの 根 ま た は 地 上 部 を 用 い る 。
エ ル ダ ー は 、 Sambucus nigraの 地 上 部 を 用 い る 。 延 命 草 （ エ ン メ イ ソ ウ ） は 、 Plectranth
us japonicusの 地 上 部 を 用 い る 。 大 麦 若 葉 は 、 Hordeum vulgare の 地 上 部 を 用 い る 。 黄 精
（ オ ウ セ イ ） は 、 Polygonatum falcatumの 根 を 用 い る 。 艾 葉 （ ガ イ ヨ ウ ） は 、 Artemisia 
princepsま た は 同 属 植 物 の 地 上 部 を 用 い る 。 牡 蛎 は 、 Ostrea rivularisま た は 同 属 動 物 を
用 い る 。 柿 の 葉 は 、 Diospyros kakiの 葉 を 用 い る 。 火 棘 （ カ キ ョ ク ） は 、 Pyracantha for
tuneana の 地 上 部 ま た は 果 実 を 用 い る 。 カ シ ス は 、 Ribes nigrumの 地 上 部 ま た は 果 実 を 用
い る 。 莪 朮 （ ガ ジ ュ ツ ） は Curcuma zedoariaの 根 茎 を 用 い る 。 、 カ ミ ツ レ は 、 Matricaria
 chamomilla の 花 を 用 い る 。 ガ ラ ナ は 、 Paullinia cupanaの 種 子 を 用 い る 。 甘 草 （ カ ン ゾ
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ウ ） は 、 Glycyrrhiza glabraま た は 同 属 植 物 の 根 お よ び ス ト ロ ン を 用 い る 。 甘 草 葉 は 、 Gl
ycyrrhiza glabraま た は 同 属 植 物 の 葉 を 用 い る 。 寒 天 （ カ ン テ ン ） は 、 Gelidium属 植 物 の
粘 液 質 を 凍 結 乾 燥 し た も の を 用 い る 。 桔 梗 （ キ キ ョ ウ ） は 、 Platycodon grandiflorum の
根 を 用 い る 。 菊 花 （ キ ク カ ） は 、 Chrysanthemum morifoliumま た は C. indicumの 花 を 用 い
る 。 枳 実 （ キ ジ ツ ） は 、 Citrus aurantium var.daidai ま た は 近 縁 植 物 の 未 熟 果 実 を 用 い
る 。 キ ダ チ ア ロ エ は 、 Aloe arborescens var. natalensisの 葉 ま た は 葉 か ら 得 ら れ る 液 汁
を 用 い る 。 ギ ム ネ マ は 、 Gymnema sylvestra の 地 上 部 を 用 い る 。 金 銀 花 （ キ ン ギ ン カ ） は
、 Lonicera japonica の 蕾 を 用 い る 。 グ ア バ 葉 は 、 Psidium guajava の 葉 を 用 い る 。 枸 杞
(ク コ )は 、 Licyum chinense の 葉 ま た は 果 実 を 用 い る 。 薬 鬱 金 （ ク ス リ ウ コ ン ） は 、 Curu
cuma xanthorrizaの 根 茎 を 用 い る 。 熊 笹 （ ク マ ザ サ ） は 、 Sasa veitchii の 葉 を 用 い る 。
ク ミ ス ク チ ン は 、 Orthosiphon aristatus の 地 上 部 を 用 い る 。 ク ラ ン ベ リ ー は 、 Vacciniu
m oxycoccus の 果 実 を 用 い る 。 黒 米 は 、 Oryza sativaの 種 子 で あ る 。 ク ロ レ ラ は 、 Chlore
lla vulgarisの 全 藻 を 用 い る 。 桑 葉 は 、 Morus albaの 葉 を 用 い る 。 桂 皮 （ ケ イ ヒ ） は 、 Ci
namomum cassiaま た は 同 属 植 物 の 樹 皮 を 用 い る 。 月 桃 葉 （ ゲ ッ ト ウ ヨ ウ ） は 、 Alpinia sp
eciosaの 葉 を 用 い る 。 決 明 子 （ ケ ツ メ イ シ ） は 、 Cassia tora の 種 子 を 用 い る 。 紅 花 （ コ
ウ カ ） は 、 Carthamus tinctoriusの 花 を 用 い る 。 黄 杞 茶 （ コ ウ キ チ ャ ） は 、 Engelhardtia
 chrysolepisの 葉 を 用 い る 。 紅 景 天 （ コ ウ ケ イ テ ン ） は 、 Rhodiola scabra ま た は 同 属 植
物 の 根 を 用 い る 。 紅 参 （ コ ウ ジ ン ） は 、 Panax ginseng の 根 を 蒸 し た も の を 用 い る 。 酵 母
（ コ ウ ボ ） は 、 酒 、 醤 油 な ど 発 酵 食 品 に 用 い ら れ る 酵 母 を 用 い る 。 胡 椒 （ コ シ ョ ウ ） は 、
Piper nigrumの 未 熟 果 実 を 用 い る 。 石 榴 （ ザ ク ロ ） は 、 Punica granatum の 果 皮 、 根 皮 ま
た は 幹 皮 を 用 い る 。 沙 棘 （ サ ー ジ ） は 、 Hippophae rhamnoidesの 果 実 を 用 い る 。 サ フ ラ ン
は 、 Crocus sativusの 柱 頭 を 用 い る 。 サ メ 軟 骨 は 、 ホ ン ザ メ 、 ヨ シ キ リ ザ メ 、 シ ュ モ ク ザ
メ 、 オ ナ ガ ザ メ 、 サ カ タ ザ メ ま た は 同 属 動 物 の 軟 骨 を 用 い る 。 サ ン ザ シ は 、 Crataegus pe
ntagynaの 果 実 ま た は 葉 を 用 い る 。 山 梔 子 （ サ ン シ シ ） は 、 Gardenia jasminoidesの 果 実
を 用 い る 。 山 茱 萸 （ サ ン シ ュ ユ ） は 、 Cornus officinalisの 偽 果 の 果 肉 を 用 い る 。 山 椒 （
サ ン シ ョ ウ ） は 、 Zanthoxylum piperitumの 果 実 ま た は 葉 を 用 い る 。 山 薬 （ サ ン ヤ ク ) は
、 Dioscorea japonicaま た は 同 属 植 物 の 根 茎 を 用 い る 。 椎 茸 （ シ イ タ ケ ) は 、 Lentinus e
dodesの 子 実 体 ま た は 菌 糸 体 を 用 い る 。 紫 蘇 子 （ シ ソ シ ） は 、 シ ソ (Perilla frutescens)
ま た は チ リ メ ン ジ ソ (P. frutescens varcrispa) の 果 実 を 用 い る 。 地 膚 子 （ ジ フ シ ） は 、
Kochia scoparia の 果 実 を 用 い る 。 車 前 （ シ ャ ゼ ン ） は 、 Plantago asiatica の 地 上 部 ま
た は 種 子 を 用 い る 。 シ ャ ペ ・ ウ デ ・ コ ウ ロ は 、 Echinodorus grandiflorusま た は 同 属 植 物
の 根 、 地 上 部 を 用 い る 。 縮 砂 （ シ ュ ク シ ャ ） は 、 Amomum xanthioidesの 種 子 を 用 い る 。 生
姜 ( シ ョ ウ ガ ) は 、 Zingiber officinaleの 根 茎 を 用 い る 。 白 樺 樹 皮 （ シ ラ カ バ ジ ュ ヒ ）
は 、 Betula mandshurica var. japonicaの 樹 皮 を 用 い る 。 真 珠 （ シ ン ジ ュ ） は 、 ア コ ヤ ガ
イ (Pinctada martensii)ま た は 近 縁 動 物 の 外 套 膜 組 織 中 に で き た 顆 粒 状 物 質 を 用 い る 。 ス
ギ ナ は Equisetum arvense の 地 上 部 を 用 い る 。 セ イ ジ （ 薬 用 サ ル ビ ア ） は 、 Salvia offic
inalisの 地 上 部 を 用 い る 。 セ イ シ ョ ウ は 、 Celosia argenta の 葉 ま た は 種 子 を 用 い る 。 西
洋 オ ト ギ リ ソ ウ は 、 Hypericum perforatumの 地 上 部 を 用 い る 。 セ イ ヨ ウ カ ボ チ ャ 種 子 は 、
Cucurbita pepoの 種 子 を 用 い る 。 セ イ ヨ ウ カ ノ コ ソ ウ は 、 Valeriana officinalis の 根 を
用 い る 。 セ イ ヨ ウ サ ン ザ シ は 、 Crataegus monogynaま た は 同 属 植 物 の 偽 果 を 用 い る 。 西 洋
人 参 （ セ イ ヨ ウ ニ ン ジ ン ） は 、 Panax quinquefolium の 根 を 用 い る 。 セ イ ヨ ウ ニ ン ジ ン ボ
ク は 、 Vitex agnus-castusの 果 実 を 用 い る 。 大 豆 （ ダ イ ズ ） は 、 Glycine max の 種 子 を 用
い る 。 大 棗 （ タ イ ソ ウ ） は 、 Zizyphus jujuba var. inermisの 果 実 を 用 い る 。 タ イ ム は 、
Thymus vulgarisnの 地 上 部 を 用 い る 。 タ ツ ノ オ ト シ ゴ は 、 Hippocampus kelloggiま た は 同
属 動 物 を 用 い る 。 タ マ リ ン ド は 、 Tamarindus indica の 葉 ま た は 果 実 を 用 い る 。 タ ン ポ ポ
は 、 Taraxacum japonicum ま た は 同 属 植 物 の 根 を 用 い る 。 丁 字 （ チ ョ ウ ジ ） は 、 Syzygium
 aromaticum の 蕾 を 用 い る 。 陳 皮 （ チ ン ピ ） は 、 ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン (Citrus unshiu) ま た
は 近 縁 植 物 の 果 皮 を 用 い る 。 ツ ボ ク サ は 、 Centella asiatica の 地 上 部 を 用 い る 。 田 七 人
参 （ デ ン シ チ ニ ン ジ ン ） は 、 Panax notginsengの 根 を 用 い る 。 甜 茶 （ テ ン チ ャ ） は 、 Rubu
s suavissimus の 葉 を 用 い る 。 唐 辛 子 （ ト ウ ガ ラ シ ） は 、 Capsicum annuum の 果 実 を 用 い
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る 。 党 参 （ ト ウ ジ ン ） は 、 Codonopositis tangshenま た は 同 属 植 物 の 根 を 用 い る 。 冬 虫 夏
草 （ ト ウ チ ュ ウ カ ソ ウ ） は 、 Cordyceps sinensisの 子 実 体 ま た は 菌 糸 体 ま た は 寄 主 の 虫 体
を 用 い る 。 橙 皮 （ ト ウ ヒ ） は 、 Citrus aurantium var.daidaiま た は 近 縁 植 物 の 果 皮 を 用
い る 。 ド ク ダ ミ は 、 Houttuynia cordataの 地 上 部 を 用 い る 。 ト ケ イ ソ ウ は 、 Passiflora i
ncarnataま た は 近 縁 植 物 の 地 上 部 ま た は 果 実 を 用 い る 。 杜 仲 （ ト チ ュ ウ ） は 、 Eucommia u
lmoides の 樹 皮 を 用 い る 。 杜 仲 葉 （ ト チ ュ ウ ヨ ウ ） は 、 Eucommia ulmoides の 葉 を 用 い る
。 ト ナ カ イ 角 は 、 ト ナ カ イ の 角 を 用 い る 。 ニ ガ ウ リ は 、 Momordica charantia の 果 実 を 用
い る 。 苦 蕎 麦 （ ニ ガ ソ バ ） は 、 Fagopyrum tataricum の 種 子 を 用 い る 。 ニ ク ズ ク は 、 Myri
stica fragransの 種 子 を 用 い る 。 人 参 （ ニ ン ジ ン ） は 、 Panax ginsengの 根 を 用 い る 。 人
参 葉 （ ニ ン ジ ン ヨ ウ ） は 、 Panax ginseng の 葉 を 用 い る 。 梅 肉 （ バ イ ニ ク ） は 、 ウ メ (Pru
nus mume) の 果 肉 を 用 い る 。 ハ イ ビ ス カ ス は 、 Rosa rugosa の 花 を 用 い る 。 ハ ゴ ロ モ グ サ
は 、 Alchemilla mollis の 地 上 部 を 用 い る 。 蓮 の 葉 （ ハ ス ノ ハ ） は 、 Nelumbo nuciferaの
葉 を 用 い る 。 蓮 胚 芽 （ ハ ス ハ イ ガ ） は 、 Nelumbo nuciferaの 発 芽 寸 前 の 種 子 を 用 い る 。 パ
セ リ は 、 Petroselinium crispum の 地 上 部 を 用 い る 。 薄 荷 （ ハ ッ カ ） は 、 Mentha arvensi
s var. piperascensの 地 上 部 を 用 い る 。 発 芽 玄 米 （ ハ ツ ガ ゲ ン マ イ ） は 、 Oryza sativaの
発 芽 し た 玄 米 を 用 い る 。 鳩 麦 （ ハ ト ム ギ ) は 、 Coix lacryma-jobi var. mayuen の 種 子 を
用 い る 。 バ ナ バ 葉 は 、 Lagerstroemia speciosaの 葉 を 用 い る 。 浜 防 風 （ ハ マ ボ ウ フ ウ ） は
、 Glehnia littoralisの 根 お よ び 根 茎 を 用 い る 。 ハ マ メ リ ス は 、 Hamamelis virginianaの
葉 を 用 い る 。 バ ラ 花 弁 は 、 Rosa canina ま た は 同 属 植 物 の 花 を 用 い る 。 春 鬱 金 （ ハ ル ウ コ
ン ） は 、 Curcuma aromatica の 根 茎 を 用 い る 。 パ ン ノ キ は 、 Artocarpus communis ま た は
近 縁 植 物 の 根 ま た は 葉 ま た は 果 実 ま た は 樹 皮 を 用 い る 。 反 鼻 （ ハ ン ピ ） は 、 マ ム シ (Agkis
trodon halys) を 用 い る 。 板 藍 根 （ パ ン ラ ン コ ン ） は 、 Isatis tinctoriaま た は Strobila
nthes cusia ま た は Indigofera tinctoriaま た は こ れ ら の 同 属 植 物 の 根 を 用 い る 。 ヒ ハ ツ
は 、 Piper longumの 未 成 熟 果 穂 を 用 い る 。 枇 杷 葉 （ ビ ワ ヨ ウ ） は 、 ビ ワ (Eriobotrya japo
nica) の 葉 を 用 い る 。 プ エ ラ リ ア ミ リ フ ィ カ は 、 Pueraria mirifica の 根 を 用 い る 。 ブ ド
ウ 種 子 は 、 Vitis viniferaま た は 近 縁 植 物 の 種 子 を 用 い る 。 ブ ド ウ 葉 は 、 Vitis vinifera
ま た は 近 縁 植 物 の 葉 を 用 い る 。 プ ラ セ ン タ は 、 哺 乳 動 物 の 胎 盤 を 用 い る 。 ブ ラ ッ ク コ ホ ー
シ ュ は 、 ア メ リ カ シ マ ウ マ (Cimicifuga racemosa) ま た は 近 縁 植 物 の 根 茎 を 用 い る 。 プ ラ
ン タ ゴ オ バ ー タ 種 皮 は 、 Plantago ovataの 種 皮 を 用 い る 。 ブ ル ー ベ リ ー は 、 Vaccinium au
straleま た は 同 属 植 物 の 果 実 を 用 い る 。 プ ロ ポ リ ス は 、 ミ ツ バ チ (Apis meriffera)が 産 成
す る 膠 状 物 質 を 用 い る 。 菩 提 樹 （ ボ ダ イ ジ ュ ） は 、 Tilia miquelianaま た は 同 属 植 物 の 花
ま た は 葉 ま た は 樹 皮 を 用 い る 。 ホ ッ プ は 、 Humulus lupulus は 雌 花 の 穂 状 花 序 を 用 い る 。
舞 茸 （ マ イ タ ケ ） は 、 Grifola frondosaの 子 実 体 ま た は 菌 糸 体 を 用 い る 。 マ カ は 、 Lepidi
um myenii の 種 子 ま た は 根 を 用 い る 。 松 樹 皮 （ マ ツ ジ ュ ヒ ） は 、 Pinus pinasterま た は 同
属 植 物 の 樹 皮 を 用 い る 。 松 葉 （ マ ツ バ ） は 、 Pinus pinasterま た は 同 属 植 物 の 葉 を 用 い る
。 マ テ 茶 は 、 Ilex paraguariensis の 葉 を 用 い る 。 マ リ ア ア ザ ミ は 、 Silybum marianumの
種 子 を 用 い る 。 マ リ ー ゴ ー ル ド は 、 Calendula officinalis の 地 上 部 を 用 い る 。 メ グ ス リ
ノ キ は 、 Acer nikoense の 幹 枝 を 用 い る 。 メ シ マ コ ブ は 、 Phellinus linteus の 菌 糸 体 ま
た は 子 実 体 を 用 い る 。 メ リ ロ ー ト は 、 Melilotus officinalis の 地 上 部 を 用 い る 。 メ ロ ス
リ ア は 、 Melothria heterophyllanoの 地 上 部 ま た は 果 実 を 用 い る 。 桃 の 葉 は 、 Prunus per
sica var. vulgarisの 葉 を 用 い る 。 モ ロ ヘ イ ヤ は 、 Corchorus olitorius の 地 上 部 を 用 い
る 。 ヤ ー コ ン は 、 Polymnia sonchifoliaの 地 上 部 を 用 い る 。 夕 顔 果 実 （ ユ ウ ガ オ カ ジ ツ ）
は 、 Lagenaria siceraria var. hispidaの 果 実 を 用 い る 。 ユ ウ カ リ 葉 は 、 Eucalyptus glo
bulus ま た は 同 属 植 物 の 葉 を 用 い る 。 ユ ッ カ は 、 Yucca schidigeraま た は 同 属 植 物 の 果 実
ま た は 根 を 用 い る 。 楊 梅 皮 （ ヨ ウ バ イ ヒ ） は 、 Myrica rubraの 樹 皮 を 用 い る 。 ヨ カ ン シ は
、 Phyllanthus emblica の 果 実 を 用 い る 。 ラ イ チ 種 子 は 、 Litchi chinensisの 種 子 を 用 い
る 。 ラ イ チ 葉 は 、 Litchi chinensisの 葉 を 用 い る 。 羅 漢 果 （ ラ カ ン カ ) は 、 Momordica gr
osvenoriの 果 実 を 用 い る 。 ラ ズ ベ リ ー は 、 Rubus idaeusの 果 実 を 用 い る 。 羅 布 麻 （ ラ フ マ
） は 、 Apocynum venetumの 地 上 部 を 用 い る 。 ラ ベ ン ダ ー は 、 Lavandula angustifoliaま た
は 同 属 植 物 の 地 上 部 を 用 い る 。 竜 眼 種 子 （ リ ュ ウ ガ ン シ ュ シ ） は 、 Euphoria longanaの 種

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-255527 A 2005.9.22



子 を 用 い る 。 竜 眼 肉 （ リ ュ ウ ガ ン ニ ク ） は 、 Euphoria longanaの 果 肉 （ 仮 種 皮 ） を 用 い る
。 良 姜 （ リ ョ ウ キ ョ ウ ） は 、 Alpinia officinarum の 根 茎 を 用 い る 。 緑 茶 （ リ ョ ク チ ャ ）
は 、 チ ャ (Thea sinensis) の 葉 を 用 い る 。 リ ン ゴ 未 熟 果 実 は 、 Malus pumilaま た は 同 属 植
物 の 果 実

を 用 い る 。 ル イ ボ ス テ ィ は 、 Aspalathus linearis の 地 上 部 を 用 い る 。 霊 芝 （ レ イ シ ） は
、 Ganoderma lucidum の 子 実 体 ま た は 菌 糸 体 を 用 い る 。 レ ッ ド ク ロ ー バ ー は 、 Trifolium 
pratenseの 地 上 部 を 用 い る 。 レ モ ン バ ー ム は 、 Melissa officinalis の 地 上 部 を 用 い る 。
ロ ー ズ ゼ ラ ニ ウ ム は 、 Pelargonium graveolensの 地 上 部 を 用 い る 。 ロ ー ズ ヒ ッ プ は 、 Rosa
 canina ま た は 同 属 植 物 の 果 実 を 用 い る 。 ロ ー ズ マ リ ー は 、 Rosmarinus officinalisの 地
上 部 を 用 い る 。 ロ ー ヤ ル ゼ リ ー は ミ ツ バ チ の 分 泌 す る 乳 白 色 の ク リ ー ム 状 物 質 を 用 い る 。
  上 記 動 植 物 か ら な る 群 Ｂ は １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 使 用 す る こ と が で き 、 中 で も フ ラ ボ ノ
イ ド 成 分 を 含 有 す る 種 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 群 Ｃ は 動 植 物 由 来 成 分 か ら な る 群 で あ る 。
〔 動 植 物 由 来 成 分 群 〕
  Ｃ ｏ Ｑ １ ０ 、 ア ス タ キ サ ン チ ン 、 エ ラ ス チ ン  、 ヘ ス ペ リ ジ ン 、 メ チ ル ヘ ス ペ リ ジ ン 、
リ コ ピ ン 、 ル チ ン 、 ビ オ チ ン 、 ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６
、 ビ タ ミ ン Ｂ １ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ア ル ギ ニ ン 、 グ リ シ ン 、 プ ロ リ ン 、 グ ル コ サ ミ ン 、 グ ル
タ チ オ ン 、 コ ラ ー ゲ ン 、 コ ン ド ロ イ チ ン 硫 酸 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 シ ル ク 、 ゼ ラ チ ン 、 セ ラ ミ
ド 、 セ リ シ ン 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 亜 鉛 等 の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 使 用 す る こ と が で き 、 中 で
も Ｃ ｏ Ｑ １ ０ 、 フ ラ ボ ノ イ ド 成 分 （ ヘ ス ペ リ ジ ン 、 メ チ ル ヘ ス ペ リ ジ ン 、 ル チ ン ) 、 プ ロ
リ ン 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
〔 抽 出 〕
　 上 記 パ フ ィ ア 属 に 属 す る 植 物 、 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 及 び Rhaponticum 属 に 属 す る
植 物 か ら な る 群 Ａ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 お よ び 動 植 物 群 Ｂ か ら 選 ば れ る 少 な
く と も １ 種 の 動 植 物 の 粉 末 化 や 抽 出 は 常 法 に よ っ て 行 え ば よ い 。 抽 出 は 、 例 え ば 選 ば れ た
素 材 の 乾 燥 物 を 刻 み 、 ま た は 粉 末 状 に し て 抽 出 溶 媒 を 加 え 、 冷 浸 ま た は 加 熱 す る こ と に よ
っ て 行 う こ と が で き る 。 抽 出 溶 媒 と し て は 、 水 、 ア ル コ ー ル 類 、 エ ー テ ル 類 、 エ ス テ ル 類
、 ケ ト ン 類 、 ニ ト リ ル 類 、 芳 香 族 炭 化 水 素 類 、 ハ ロ ゲ ン 化 脂 肪 族 炭 化 水 素 類 な ど の １ 種 ま
た は ２ 種 以 上 の 混 合 溶 液 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
〔 抽 出 物 〕
  本 発 明 に お け る 抽 出 物 と は 、 抽 出 液 、 該 抽 出 液 の 希 釈 液 も し く は 濃 縮 液 、 該 抽 出 物 を 乾
燥 し て 得 ら れ る 乾 燥 物 、 ま た は 抽 出 エ キ ス の い ず れ を も 意 味 す る も の と す る 。 上 記 抽 出 物
の 粗 精 製 お よ び 精 製 は 常 法 に よ っ て 行 え ば 良 く 、 例 え ば 吸 着 剤 に よ る 吸 着 お よ び 溶 出 、 ク
ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 等 を 適 当 に 組 み 合 わ せ て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に し て 得 ら れ る パ フ ィ ア 属 に 属 す る 植 物 、 キ ラ ン ソ ウ 属 に 属 す る 植 物 及 び Rh
aponticum 属 に 属 す る 植 物 か ら な る 群 Ａ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 植 物 お よ び 動 植 物
群 Ｂ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 動 植 物 及 び ／ 又 は 動 植 物 由 来 成 分 群 Ｃ か ら 選 ば れ る 少
な く と も １ 種 の 成 分 は 、 後 述 す る 実 施 例 か ら 明 ら か な よ う に 、 生 体 内 の コ ラ ー ゲ ン 合 成 促
進 作 用 を 有 す る た め 、 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 組 成 物 の 有 効 成 分 と し て 使 用 す る こ と が
で き る 。 本 発 明 の 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 組 成 物 は 、 天 然 物 由 来 の も の を 有 効 成 分 と し
て い る た め 、 副 作 用 が 比 較 的 少 な く 、 長 期 投 与 が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
〔 利 用 形 態 〕
　 本 発 明 の 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 組 成 物 は 、 経 口 摂 取 可 能 な 形 態 、 例 え ば 、 粉 末 、 散
剤 、 顆 粒 剤 、 錠 剤 、 カ プ セ ル 剤 等 の 剤 型 に す る こ と が で き 、 ま た そ れ 以 外 常 法 に 従 い 、 例
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え ば 菓 子 や 清 涼 飲 料 水 や 主 食 に 添 加 す る 等 様 々 な 使 用 形 態 の 食 品 と す る こ と が で き る 。 本
発 明 の 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 組 成 物 が 添 加 さ れ る 食 品 に は 、 上 記 促 進 剤 で あ る 有 効 成
分 の ほ か 、 不 飽 和 脂 肪 酸 、 核 酸 等 の 公 知 の 加 齢 変 化 防 止 効 果 を 有 す る 成 分 を 同 時 に 配 合 し
て 良 く 、 更 に 必 要 に 応 じ て 通 常 食 品 に 用 い ら れ る 賦 形 剤 、 増 量 剤 、 甘 味 剤 、 香 味 剤 、 着 色
料 等 の 添 加 物 を 、 本 発 明 の 効 果 を 損 な わ な い 範 囲 で 適 宜 配 合 す る こ と が で き る 。 更 に 本 発
明 の 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 剤 組 成 物 は 、 外 用 薬 と し て 軟 膏 や 化 粧 品 に 配 合 し て も 問 題 な
い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 更 に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ ら の 実 施 例
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 な お 「 ％ 」 は 特 に 断 ら な い 限 り 質 量 ％ を 意 味 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
＜ 群 Ａ ＞
（ パ フ ィ ア 抽 出 物 ）
　 パ フ ィ ア ・ グ ロ メ ラ ー タ (Pfaffia glomerata) の 乾 燥 し た 根 を ５ mm程 度 に 刻 み 、 そ の １
０ kgに ９ ０ ｖ ／ ｖ ％ エ タ ノ ー ル １ ０ ０ Ｌ を 加 え て 加 熱 し 、 １ 時 間 沸 騰 抽 出 す る 。 熱 時 抽 出
液 を 金 網 （ ３ ８ ０ メ ッ シ ュ ） で ろ 過 し 、 ろ 液 を 減 圧 濃 縮 し 、 噴 霧 乾 燥 し 、 パ フ ィ ア 抽 出 物
１ kgを 得 た 。
　 こ の パ フ ィ ア 抽 出 物 を エ ク シ ゾ ン （ SIGMA 社 製 標 準 品 ） を 指 標 に 、 特 開 平 １ １ － １ ０ ０
３ ２ ５ 号 公 報 ８ 頁 に 記 載 さ れ た Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ を 用 い た 方 法 に 準 じ て 分 析 を 行 い 、 固 形 物 換 算 で
約 ２ ％ の エ ク ジ ス テ ロ ン を 含 有 す る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ キ ラ ン ソ ウ 抽 出 物 ）
  キ ラ ン ソ ウ (Ajuga  decumbens)の 乾 燥 し た 根 を ５ mm程 度 に 刻 み 、 そ の １ ０ kgに ９ ０ ｖ ／
ｖ ％ エ タ ノ ー ル １ ０ ０ Ｌ を 加 え て 加 熱 し 、 １ 時 間 沸 騰 抽 出 す る 。 熱 時 抽 出 液 を 金 網 （ ３ ８
０ メ ッ シ ュ ） で ろ 過 し 、 ろ 液 を 減 圧 濃 縮 し 、 噴 霧 乾 燥 し 、 キ ラ ン ソ ウ 抽 出 物 １ ． ２ kgを 得
た 。
　 こ の パ フ ィ ア 抽 出 物 を エ ク シ ゾ ン （ SIGMA 社 製 標 準 品 ） を 指 標 に 、 特 開 平 １ １ － １ ０ ０
３ ２ ５ 号 公 報 ８ 頁 に 記 載 さ れ た Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ を 用 い た 方 法 に 準 じ て 分 析 を 行 い 、 固 形 物 換 算 で
約 ０ ． ２ ％ の エ ク ジ ス テ ロ ン を 含 有 す る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ キ シ ュ ウ ロ ウ ロ 抽 出 物 ）
  キ シ ュ ウ ロ ウ ロ (Rhaponticum uniflorum) の 乾 燥 し た 根 を ５ mm程 度 に 刻 み 、 そ の １ ０ kg
に ９ ０ ｖ ／ ｖ ％ エ タ ノ ー ル １ ０ ０ Ｌ を 加 え て 加 熱 し 、 １ 時 間 沸 騰 抽 出 す る 。 熱 時 抽 出 液 を
金 網 （ ３ ８ ０ メ ッ シ ュ ） で ろ 過 し 、 ろ 液 を 減 圧 濃 縮 し 、 噴 霧 乾 燥 し 、 キ シ ュ ウ ロ ウ ロ 抽 出
物 １ ． １ kgを 得 た 。
　 こ の パ フ ィ ア 抽 出 物 を エ ク シ ゾ ン （ SIGMA 社 製 標 準 品 ） を 指 標 に 、 特 開 平 １ １ － １ ０ ０
３ ２ ５ 号 公 報 ８ 頁 に 記 載 さ れ た Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ を 用 い た 方 法 に 準 じ て 分 析 を 行 い 、 固 形 物 換 算 で
約 ０ ． １ ％ の エ ク ジ ス テ ロ ン を 含 有 す る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
＜ 群 Ｂ ＞
（ 動 植 物 か ら な る 群 の 抽 出 物 ）
　 ア イ ブ ラ イ ト 、 赤 紫 蘇 （ ア カ ジ ソ ） 、 赤 目 柏 （ ア カ メ ガ シ ワ ） 、 ア ガ リ ク ス 、 明 日 葉 （
ア シ タ バ ） 、 ア セ ロ ラ 、 ア ボ ガ ド 、 甘 茶 （ ア マ チ ャ ） 、 亜 麻 仁 （ ア マ ニ ン ） 、 ア ル ニ カ 、
ア ロ エ ベ ラ 、 ア ン ジ ェ リ カ 、 イ チ ヨ ウ 葉 、 茴 香 （ ウ イ キ ョ ウ ） 、 鬱 金 （ ウ コ ン ） 、 ウ ス ベ
ニ タ チ ア オ イ 、 烏 梅 （ ウ バ イ ） 、 裏 白 樫 （ ウ ラ ジ ロ ガ シ ） 、 ウ ー ロ ン 茶 、 エ キ ナ ケ ア 、 エ
ゾ ウ コ ギ 、 エ ル ダ ー 、 延 命 草 （ エ ン メ イ ソ ウ ） 、 大 麦 若 葉 、 黄 精 （ オ ウ セ イ ） 、 艾 葉 （ ガ
イ ヨ ウ ） 、 牡 蛎 、 柿 の 葉 、 火 棘 （ カ キ ョ ク ） 、 カ シ ス 、 莪 朮 （ ガ ジ ュ ツ ） 、 カ ミ ツ レ 、 ガ
ラ ナ 、 甘 草 （ カ ン ゾ ウ ） 、 甘 草 葉 、 寒 天 （ カ ン テ ン ） 、 桔 梗 （ キ キ ョ ウ ） 、 菊 花 （ キ ク カ
） 、 枳 実 （ キ ジ ツ ） 、 キ ダ チ ア ロ エ 、 ギ ム ネ マ 、 金 銀 花 （ キ ン ギ ン カ ） 、 グ ア バ 葉 、 枸 杞
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子 （ ク コ シ ） 、 薬 鬱 金 （ ク ス リ ウ コ ン ） 、 熊 笹 （ ク マ ザ サ ） 、 ク ミ ス ク チ ン 、 ク ラ ン ベ リ
ー 、 黒 米 、 ク ロ レ ラ 、 桑 葉 、 桂 皮 （ ケ イ ヒ ） 、 月 桃 葉 （ ゲ ッ ト ウ ヨ ウ ） 、 決 明 子 （ ケ ツ メ
イ シ ） 、 紅 花 （ コ ウ カ ） 、 黄 杞 茶 （ コ ウ キ チ ャ ） 、 紅 景 天 （ コ ウ ケ イ テ ン ） 、 紅 参 （ コ ウ
ジ ン ) 、 酵 母 （ コ ウ ボ ） 、 胡 椒 （ コ シ ョ ウ ） 、 石 榴 （ ザ ク ロ ） 、 沙 棘 （ サ ー ジ ） 、 サ フ ラ
ン 、 サ メ 軟 骨 、 サ ン ザ シ 、 山 梔 子 （ サ ン シ シ ） 、 山 茱 萸 （ サ ン シ ュ ユ ） 、 山 椒 （ サ ン シ ョ
ウ ） 、 山 薬 （ サ ン ヤ ク ） 、 椎 茸 （ シ イ タ ケ ） 、 紫 蘇 子 （ シ ソ シ ） 、 紫 蘇 葉 （ シ ソ ヨ ウ ） 、
地 膚 子 （ ジ フ シ ） 、 車 前 子 （ シ ャ ゼ ン シ ） 、 車 前 草 （ シ ャ ゼ ン ソ ウ ） 、 シ ャ ペ ・ ウ デ ・ コ
ウ ロ 、 縮 砂 （ シ ュ ク シ ャ ） 、 生 姜 （ シ ョ ウ ガ ） 、 白 樺 樹 皮 （ シ ラ カ バ ジ ュ ヒ ） 、 真 珠 （ シ
ン ジ ュ ） 、 ス ギ ナ 、 セ イ ジ （ 薬 用 サ ル ビ ア ） 、 セ イ シ ョ ウ シ 、 セ イ シ ョ ウ ヨ ウ 、 西 洋 オ ト
ギ リ ソ ウ 、 セ イ ヨ ウ カ ボ チ ャ 種 子 、 セ イ ヨ ウ カ ノ コ ソ ウ 、 セ イ ヨ ウ サ ン ザ シ 、 西 洋 人 参 （
セ イ ヨ ウ ニ ン ジ ン ） 、 セ イ ヨ ウ ニ ン ジ ン ボ ク 、 大 豆 （ ダ イ ズ ） 、 大 棗 （ タ イ ソ ウ ） 、 タ イ
ム 、 タ ツ ノ オ ト シ ゴ 、 タ マ リ ン ド 、 タ ン ポ ポ 、 丁 字 （ チ ョ ウ ジ ） 、 陳 皮 （ チ ン ピ ） 、 ツ ボ
ク サ 、 田 七 人 参 （ デ ン シ チ ニ ン ジ ン ） 、 甜 茶 （ テ ン チ ャ ） 、 唐 辛 子 （ ト ウ ガ ラ シ ） 、 党 参
（ ト ウ ジ ン ） 、 冬 虫 夏 草 （ ト ウ チ ュ ウ カ ソ ウ ） 、 橙 皮 （ ト ウ ヒ ） 、 ド ク ダ ミ 、 ト ケ イ ソ ウ
、 杜 仲 （ ト チ ュ ウ ） 、 杜 仲 葉 （ ト チ ュ ウ ヨ ウ ） 、 ト ナ カ イ 角 、 ニ ガ ウ リ 、 苦 蕎 麦 （ ニ ガ ソ
バ ） 、 ニ ク ズ ク 、 人 参 （ ニ ン ジ ン ） 、 人 参 葉 （ ニ ン ジ ン ヨ ウ ） 、 梅 肉 （ バ イ ニ ク ） 、 ハ イ
ビ ス カ ス 、 ハ ゴ ロ モ グ サ 、 蓮 の 葉 （ ハ ス ノ ハ ) 、 蓮 胚 芽 （ ハ ス ハ イ ガ ） 、 パ セ リ 、 薄 荷 （
ハ ッ カ ） 、 発 芽 玄 米 （ ハ ツ ガ ゲ ン マ イ ） 、 鳩 麦 （ ハ ト ム ギ ） 、 バ ナ バ 葉 、 浜 防 風 （ ハ マ ボ
ウ フ ウ ) 、 ハ マ メ リ ス 、 バ ラ 花 弁 、 春 鬱 金 （ ハ ル ウ コ ン ） 、 パ ン ノ キ 、 反 鼻 （ ハ ン ピ ） 、
板 藍 根 （ パ ン ラ ン コ ン ） 、 ヒ ハ ツ 、 枇 杷 葉 （ ビ ワ ヨ ウ ） 、 プ エ ラ リ ア ミ リ フ ィ カ 、 ブ ド ウ
種 子 、 ブ ド ウ 葉 、 プ ラ セ ン タ 、 ブ ラ ッ ク コ ホ ー シ ュ 、 プ ラ ン タ ゴ オ バ ー タ 種 皮 、 ブ ル ー ベ
リ ー 、 プ ロ ポ リ ス 、 蒲 公 英 根 （ ホ コ ウ エ イ コ ン ） 、 菩 提 樹 （ ボ ダ イ ジ ュ ） 、 ホ ッ プ 、 マ イ
カ イ カ 、 舞 茸 （ マ イ タ ケ ） 、 マ カ 、 松 樹 皮 （ マ ツ ジ ュ ヒ ） 、 松 葉 （ マ ツ バ ） 、 マ テ 茶 、 マ
リ ア ア ザ ミ 、 マ リ ー ゴ ー ル ド 、 メ グ ス リ ノ キ 、 メ シ マ コ ブ 、 メ リ ロ ー ト 、 メ ロ ス テ リ ア 、
桃 の 葉 、 モ ロ ヘ イ ヤ 、 ヤ ー コ ン 、 夕 顔 果 実 （ ユ ウ ガ オ カ ジ ツ ） 、 ユ ウ カ リ 葉 、 ユ ッ カ 、 楊
梅 皮 （ ヨ ウ バ イ ヒ ） 、 ヨ カ ン シ 、 ヨ モ ギ 、 ラ イ チ 種 子 、 ラ イ チ 葉 、 羅 漢 果 （ ラ カ ン カ ） 、
ラ ズ ベ リ ー 、 羅 布 麻 （ ラ フ マ ） 、 ラ ベ ン ダ ー 、 竜 眼 種 子 （ リ ュ ウ ガ ン シ ュ シ ） 、 竜 眼 肉 （
リ ュ ウ ガ ン ニ ク ） 、 良 姜 （ リ ョ ウ キ ョ ウ ） 、 緑 茶 （ リ ョ ク チ ャ ） 、 リ ン ゴ 未 熟 果 実 、 ル イ
ボ ス テ ィ 、 霊 芝 （ レ イ シ ） 、 レ ッ ド ク ロ ー バ ー 、 レ モ ン バ ー ム 、 ロ ー ズ ゼ ラ ニ ウ ム 、 ロ ー
ズ ヒ ッ プ 、 ロ ー ズ マ リ ー 、 ロ ー ヤ ル ゼ リ ー は 各 々 ５ ０ ０ ｇ を と り 、 ５ ０ ｖ ／ ｖ ％ エ タ ノ ー
ル ５ Ｌ を 加 え て 加 熱 し 、 １ 時 間 沸 騰 抽 出 す る 。 熱 時 抽 出 液 を 金 網 （ ３ ８ ０ メ ッ シ ュ ） で ろ
過 し 、 ろ 液 を 減 圧 濃 縮 し 、 凍 結 乾 燥 し 、 各 動 植 物 抽 出 物 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
＜ 群 Ｃ ＞
（ 動 植 物 成 分 ）
　 Ｃ ｏ Ｑ １ ０ 、 ア ス タ キ サ ン チ ン 、 エ ラ ス チ ン 、 ヘ ス ペ リ ジ ン 、 メ チ ル ヘ ス ペ リ ジ ン 、 リ
コ ピ ン 、 ル チ ン 、 ビ オ チ ン 、 ビ タ ミ ン Ｃ 、 ビ タ ミ ン Ｂ １ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｂ ６ 、
ビ タ ミ ン Ｂ １ ２ 、 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ア ル ギ ニ ン 、 グ リ シ ン 、 プ ロ リ ン 、 グ ル コ サ ミ ン 、 グ ル タ
チ オ ン 、 コ ラ ー ゲ ン 、 コ ン ド ロ イ チ ン 硫 酸 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 シ ル ク 、 ゼ ラ チ ン 、 セ ラ ミ ド
、 セ リ シ ン 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 亜 鉛 は 市 販 品 を そ の ま ま 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 組 織 合 成 能 回 復 実 験 ）
　 本 発 明 は 、 ホ ル マ リ ン 濾 紙 法 (FFP法 ： A.Tanaka et al,Endocrinol,Japan.1960(4)357-3
64) に よ る 組 織 修 復 能 、 コ ラ ー ゲ ン 合 成 能 の 回 復 効 果 の 測 定 実 験 を 行 っ た 。 本 発 明 は 、 Ra
o ら の 報 告 (Rao et al,Leather Science,Vol.33(1)1986,1-7) を も と に 長 期 間 低 蛋 白 食 で
飼 育 す る こ と に よ っ て 新 陳 代 謝 を 著 し く 低 下 さ せ た ラ ッ ト に 対 す る 本 発 明 の 生 体 コ ラ ー ゲ
ン 合 成 促 進 剤 の 影 響 を 検 討 し た も の で あ る 。
(1) 実 験 動 物
　 ５ 週 齢 の Wister系 雄 性 ラ ッ ト を １ 週 間 の 予 備 飼 育 後 、 １ 群 ５ 匹 と し て 使 用 し た 。
(2) 飼 料
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　 各 群 に 表 １ に 示 す 飼 料 及 び 飲 料 水 を 自 由 に 摂 取 さ せ た 。 試 料 溶 液 を １ 日 １ 回 、 実 験 終 了
　 ま で 胃 ゾ ン デ を 用 い て 強 制 的 に 経 口 投 与 し た 。
(3) 試 料 溶 液 の 調 製
　 パ フ ィ ア 抽 出 物 、 キ ラ ン ソ ウ 抽 出 物 、 キ シ ュ ウ ロ ウ ロ 抽 出 物 、 各 動 植 物 抽 出 物 は 原 生 薬
　 換 算 で １ ５ ０ ０ mg／ kgに な る よ う に 調 製 し た も の を 試 料 溶 液 と し た 。 動 植 物 成 分 は ２ ～
　 １ ０ ０ mg／ kgに な る よ う に 調 製 し た も の を 試 料 溶 液 と し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 上 記 表 １ の 混 合 ビ タ ミ ン 及 び 混 合 ミ ネ ラ ル は そ れ ぞ れ 表 ２ 及 び ３ の 混 合 物 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
(4)FFP法 の 評 価
　 実 験 開 始 日 よ り ３ 週 間 目 に エ ー テ ル 麻 酔 の 下 、 ７ ％ ホ ル マ リ ン を ２ ０ μ Ｌ 染 み 込 ま せ た
直 径 ６ mm、 重 量 ８ mgの 濾 紙 (TOTO 濾 紙 No.126) を ラ ッ ト 背 部 皮 下 ４ カ 所 に 埋 没 し た 。 同 日
よ り 、 所 定 の 飼 料 、 飲 料 水 、 試 料 溶 液 を 与 え て 更 に ５ 日 間 飼 育 後 、 エ ー テ ル 致 死 さ せ 、 直
ち に 濾 紙 を 囲 む 肉 芽 組 織 を 摘 出 し 、 肉 芽 質 重 量 及 び 組 織 中 の ヒ ド ロ キ シ プ ロ リ ン (Hyp) の
含 量 を 測 定 し 、 コ ラ ー ゲ ン 合 成 能 、 ラ ッ ト の 組 織 修 復 能 の 指 標 と し た 。 上 記 実 験 の 結 果 を
表 ４ ～ １ ０ に 示 す 。 該 表 ４ ～ １ ０ 中 群 １ の 肉 芽 湿 重 量 及 び Hyp 含 量 を １ ０ ０ ％ と し た 。 な
お 、 ＊ 及 び ＊ ＊ は Dunnet test （ 有 意 水 準 ＊ ｐ ＜ ０ ． ０ ５ ＊ ＊ ｐ ＜ ０ ． ０ １ ） に よ り 統 計
処 理 を 行 っ た 場 合 、 群 １ （ ６ ％ 蛋 白 食 , イ オ ン 交 換 水 ） に 対 し 有 意 差 が 認 め ら れ る も の と
す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
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【 表 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
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【 表 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 表 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
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【 表 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
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【 表 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 表 ４ ～ １ １ に よ れ ば 、 エ ク ジ ス テ ロ ン 含 有 素 材 （ パ フ ィ ア 抽 出 物 、 キ ラ ン ソ ウ 抽 出 物 及
び キ シ ュ ウ ロ ウ ロ 抽 出 物 ） を 単 独 投 与 す る よ り も 、 動 植 物 素 材 も し く は 動 植 物 由 来 成 分 を
併 せ て 投 与 す る 方 が 、 肉 芽 形 成 の 促 進 に よ り 効 果 が あ り 、 Hyp 量 の 増 加 が 認 め ら れ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促 進 作 用 を 有 す る た め 、 生 体 コ ラ ー ゲ ン 合 成 促
進 剤 の 有 効 成 分 と し て 使 用 す る こ と が 出 来 る 。
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